
 

 ７月３日（金）の２時間目から４時間目にかけて、６年生全クラスで租税教室を実施しま

した。これは宇城管内に限らず多くの小学校で６年時に実施されているもので、将来の納

税者である子供たちに、税金がどのように使われているか、税金がなぜ重要なのかをわか

りやすく教えていただくものです。講師は、税務署、役所等様々なところから来られるので

すが、今回は、税理士の田﨑様においでいただきました。 

ＤＶＤなども観ながら、税金がなくなってしまったら、現 

在当たり前に受けている住民サービスが受けられなくなる 

ことを知り、興味が高まったようです。社会の一員として 

の意識を高めるいい時間になったと思います。講師の田﨑 

様、誠にありがとうございました。（写真：ＤＶＤを真剣に 

観ている６年児童） 
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6年生が租税教育の授業を受けました 
～ 税金はどのようにつかわれているの？ ～ 

4年生が、幼稚園・保育園との交流活動を行いました 

 もともとは６月２６日（金）に予定していた、四つの幼稚園・保育園との交流活動ですが、その週は

大雨でやむなく延期としていました。そして、７月６日（月）に、ついに実施することができました。

この活動の目的は以下のとおりです。 

○ 園児との交流を行うことにより、幼い子供たちに対して思いやりの心をもって接する態度を育て

ること。 

○ 交流活動を通して自分自身を振り返り、自他のよさに気付かせるとともに、地域社会の一員とし

て、協力してよりよい生活を築こうとする自主的・実践的態度を育てること。 

 

当日もあいにくの雨模様だったのですが、子供たちが事前に準備したゲームは、園児の皆さんに喜 

んでもらえたようです。今回お邪魔したのは、はなぞの保育園、花園幼稚園、たんぽぽ保育園、宇土あ

りあけ保育園の４園です。私はすべての園を回ることはできなかったのですが、４年生の子供たちが、

目の前の園児に様々なことを伝えながら一生懸命活動をリードしている様子を見て、頼もしいなあと

思いました。４年生は、来年高学年になります。相手意識をもちながら、様々な場面でリーダーシッ

プをとることが格段に増えます。その練習になったかもしれませんね。園の先生方に少しお話を伺っ

たところ、「とても園児たちが喜びました」「アドリブで場をまわす場面もあり、しっかりしているな

と思いました」など、嬉しいお言葉をいただきました。小さい子に楽しんでもらうというのは、案外

と難しいものです。でも、子供たちも私たちもこうやってたくさんの人々からお世話を受けてきまし

た。立場が変わることで、学んだことがとても多かったと思います。園の先生方には大変お世話にな

りました。心より感謝申し上げます。 

宇土ありあけ保育園での４年１組さんの様子。

「猫とねずみゲーム」の真っ最中 

はなぞの保育園では、「ジェ

スチャーゲーム」で活動中 


